



























































































































































































































































































































































































































































註 ９）この国際会議は2013年 ７ 月 5 日に富岡製糸場で
開催された。題名は ｢近代産業都市のデザイン・
コントロール：イタリア・イブレア市の経験と挑戦」
で、主催は全国近代化遺産活用連絡協議会、共催
は富岡市、富岡市教育委員会で後援は文化庁、群
馬県で、著者が企画立案を担当し、研究会で用い
る論考集の作成を行った。この論考集（文献10）
はA4版で全86頁である。
註10）この評価は2012年の世界遺産暫定登録の際に、
イブレアの近代建築物群に対して与えられた評価
である。
註11）2014年現在、オリベッティ社はイタリア郵便局
向けの印刷機を製造する会社として存続している。
ジャコペリ教授から得た情報（2014年 8 月）。
註12）記憶に関しては、ミラノ工科大学のボニファティ
オ教授が、前述の富岡製糸場における議論で、以
下の発言をしている。「昔はとても良い時代だった
というふうに過去を懐かしく振り返る住民が多い
ので、そういった過去の記憶を受け止めて、それ
に評価を与えていくという点では奈良ドキュメン
トが大変有効なツールと思っている。」
註13）京都会館の再整備に関する問題点に関しては、
下記論考に詳しい。西本裕美，「京都会館の再整備
の見直しを求める運動から」，「建築のサポーター
たち」，建築士2013年 4 月号，pp.32-35
註14）戦後復興期の産業遺産として、ドコモモ Japan
は谷口吉郎教授（東京工業大学）の設計による秩
父のセメント工場（1956年）をモダニズム建築20
選に選定している事例が挙げられる。
